
資料３ 

「青森県立高等学校将来構想について（答申）(案)」の概要 ～ 青森県の未来を担う子どもたちが 

夢や志の実現に向けて成長できる高等学校教育のために ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①グローバル化・情報化による社会の急速な変化 
 ・生涯にわたって学び続け、知識や情報を活用しながら「答えのない課題」

に、主体的・協働的に取り組み課題を解決できる人財が求められている。 
 （国の制度改正→学習指導要領等の改善・大学入学者選抜制度の改革 等） 
②生徒の多様化（高校進学率99.0%、大学進学率44.0%） 

③生徒数の減少（中学校卒業(予定)者数の推移） 

＜背景(P2)＞ 

生きる力 

夢や志を持ち、より高い目標に向かって

果敢にチャレンジする「逞しい心」 

学校から社会への円滑な移行に必要な力 

郷土に誇りを抱き青森県の未来を力強く

支えようとする心 

確かな学力 

豊かな心 

健やかな体 

本県が重視する力 

＜これからの時代に求められる力(P3)＞ 

① 地域を支える人財 

  全ての生徒に共通して求められる市民性を身に付け、地

域における課題の解決に関わるなど、地域を支える人財 

② 社会を牽引する人財 

  問題解決のための強い意欲や能力等を身に付け、将来、

青森県はもとより、国内外でリーダーとして活躍する人財 

③ 産業の発展に貢献する人財 

  技術革新の進展等に対応した、より専門的な知識・技能

を身に付け、それらを活用し、産業の発展に貢献する人財 

＜各学校の特色を生かして育成すべき人財(P4)＞ 

１ 全日制課程(P5) 
 (1)普通科等 
 ◇各高校が連携し、大学進学や就職への

対応等、幅広い教育を提供 

 ◇グローバル教育や理数教育等に重点的

に取り組む学校の設置や各高校の特色

化の推進 

 (2)職業教育を主とする専門学科 
 ◇基礎的・基本的な知識・技能、職業の

多様化に対応できる資質・能力の育成 

 ◇各専門分野における幅広い学習内容を

提供する学校の設置や各高校が連携す

る体制の整備 

 (3)総合学科 
 ◇多様な進路志望に対応できる教育課程

の編成や主体的な学習の充実 

 ◇生徒のニーズを踏まえた系列の見直し 

２ 定時制課程・通信制課程(P11) 
 ◇様々な事情を抱える生徒に高校教育を

受ける機会を提供 

 ［定時制］スクールソーシャルワーカー

等専門スタッフの配置の充実 

 ［通信制］後期入学制度の導入 

 ◇現状の６地区への配置の考え方を基本

に充実 

３ 多様な教育制度(P11) 
 ［全日制普通科単位制］導入校における

充実を図るとともに、進路志望等の達
成に向け、新たな導入について検討 

 ［中高一貫教育］ 

 ・連携型…今後の在り方について検討 
 ・併設型…新たな設置については、地区

の中学校の生徒数等を考慮し判断 
 ［総合選択制］各学科の専門性を生かし

た幅広い教育活動のさらなる充実 

第１ 県立高等学校将来構想の検討に当たって(P2) 

第２ 学校・学科の在り方(P5) 第３ 学校規模・配置(P14) 

１ 学校規模・配置の検討に当たって考慮すべき観点(P14) ２ 学校規模の方向性(P16) ３ 学校配置の方向性(P18) 

計画的な学校配置 

◇必要に応じて地域の意

見を伺う機会を設定 

◇統合校の名称等を検討

する開設準備委員会

（仮称）を設置 

 通学環境に配慮して配 

 置する高校への対応 
◇入学者数が極めて少ない

状況となった場合には、
高校教育として求められ
る質の確保に支障が生じ
る懸念があることから、 

 募集停止等に関する具

体的な基準をあらかじ

め示し、関係市町村等

の理解を得ながら対応 

◇募集停止等の場合は、

通学支援について検討 

 

第４ 各地区の学校配置等に関する基本的な方向性(P20)  第５ 魅力ある高等学校づくりに向けて(P27) 

１ 学校・家庭・地域等との連携の推進(P27) 

◇高校間の連携   ◇小学校や中学校との連携  ◇特別支援学校との連携 
◇大学等との連携  ◇家庭・地域等との連携 

２ 教育活動の充実に向けた取組(P29) 

◇各学校の魅力化と情報発信    ◇教員の資質向上と教職員定数等の見直し 
◇ICTの活用による教育活動の充実 ◇施設・設備の充実 ◇全国からの生徒募集 

３ 本県高等学校教育の充実に向けた継続的な検証(P30) 

【学校規模の標準】 
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次 期 計 画

＜全日制課程＞ 

「オール青森」の視点による検討(P4） 
一つの学校､一つの地域という視点だけではなく､学校と学校､学校と産業界､家庭､地域等が連携し､県全体が一丸となって高校教育を推進 

(1)高校教育を受ける機会の確保 

 ①各地区における中学生の 

  進路の選択肢の確保 

大学等への進学や就職 

等より幅広い進路選択 

に対応する高校 

職 業 教 育 の 中 心  

と な る 高 校  

選抜性の高い大学への 

進学に対応する高校 

(2)充実した教育環境の整備 
【
基
本
と
な
る
学
校
】 

○進路志望達成に必要な教科・科目の開設 

○特別活動の充実・部活動の選択肢の確保 

○確かな学力、逞しい心、学校から社会への円滑 

 な移行に必要な力の育成 

【
重
点
校
】 

講習会･講演会･擬似手術

体験セミナー等への参加 

指導法等に関する教員

の連絡会議への参加 

・医師、弁護士等の高度な国家資格の取得に向けた志の育成 
・青森、日本、世界の将来を担うリーダーの育成     等 

【
拠
点
校
】 

②通学環境への配慮 
◇地理的な要因から高校に通学
することが困難な地域が新た
に生じないよう配慮 

（通学環境に配慮した対応） 
◇学校規模の標準を満たさない高校
でも、他の高校へ通学することが
困難な場合は配置に配慮 

①基本となる学校 

  1学年当たり 4学級以上 

 

 

②普通科等の重点校 

  1学年当たり 6学級以上 

 

 

③職業教育を主とする専門

学科の拠点校 

  一つの専門学科で 

  1学年当たり 4学級以上 

＜新たな取組＞ 

 東青(P20) 西北(P21) 中南(P22) 上北(P23) 下北(P24) 三八(P25) 
学級数増減見込※1 △13～△15学級 △8～△10学級 △9～△11学級 △10～△12学級 △3～△5学級 △6～△8学級 
H 3 9学級数見込 39～41学級 17～19学級 33～35学級 31～33学級 12～14学級 36～38学級 
重 点 校 設置 設置※２ 設置 設置 設置※２ 設置 
拠 点 校 設置(工業･商業) 設置(農業) 設置(工業) 設置(農業) － 設置(工業) 
そ の 他 総合学科は、既設の４地区での配置を継続。複数学科を有する高校は、新たな設置について検討。 
※1 平成２９年度と平成３９年度の学級数の見込みを比較。 
※2 西北地区及び下北地区の重点校は６学級未満の規模であっても柔軟に対応。併せて単位制の導入を検討。 

＜全日制課程＞ 

(イメージ) 

(イメージ) 

・農業関係

・食品科学関係

・農業土木関係

・農業機械関係
・
・
・

・農業関係

・園芸関係

・農業関係

・食品科学関係 ・農業関係
生徒による合同研究、教員研修等で連携 

(人) 


